
ワイド散布機をご使用になる前に

また、ご不明の点やお気づきのことがございましたら、お買い上げ頂きました販売店、

ます。このためイラストなどの一部が本製品と一致しないことがありますのであらか

なお、本製品は安全対策や、機能向上のため使用部品の一部変更を行う場合があり

この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、すみやかに販売店にご注文下さい。

本製品を貸与または譲渡なさる場合は、この取扱説明書を必ず添付してお渡し下さい。

下さい。誤った使用方法は事故をひきおこす恐れがあります。

当社製品を安全かつ正しく快適にお使いいただくために、必ず本取扱説明書をお読み

お読みになったあとも必ず、製品と共に保管して下さい。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があるもの

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになるものを

印付きの下記マークは、安全上、お客様にかかわる重要な項目です。

必ず、お守り下さい。

警告

危険

を示します。

示します。

じめご了承下さい。

農協などにご相談下さい。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示します。注意

取扱説明書
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注意 保守・点検・整備の時は必ずトラクタのエンジンを

【守らないと】

機械が急に動き出したりしてケガをする恐れがあります。

停止し、散布機のコネクタを抜いて下さい。

警告 トラクタと散布機の間や、散布機の下には

【守らないと】

入らないで下さい。

不意に散布機が下がったり、トラクタが動いた時に、

死傷事故を起こす恐れがあります。

注意 散布作業中は機械に近づかないで下さい。

【守らないと】

飛散物が当たってケガをすることがあります。

抜け止め用のリンチピンが付いているか確認して下さい。

ご使用になる時は、毎回必ず３点リンクの取付けや、

警告 散布機の装着が完全であることを確認する。

散布機が脱落し、事故をまねく恐れがあります。

【守らないと】

バランスを損ない、転落事故をおこす恐れがあります。

散布機装着後のトラクタの運転は慎重にする。

安全に作業をするために

特に、畦などの段差を乗り越える際には、トラクタ本体の

【守らないと】

警告

警告 散布機装着後、トラクタの前後バランスが悪い時は、

【守らないと】

バランスを崩し、転倒事故を起こす恐れがあります。

フロントウェイトを装着して下さい。

又、開閉のロックはしっかりとする。

注意 ホッパーの開閉は本体を水平にして行う。

【守らないと】

本体が自然と回転しケガをする恐れがあります。



注意 スタンドの取付けは確実に行う。

本体が落下したりしてケガをする恐れがあります。

【守らないと】

注意 散布機の着脱は、固くて平坦な場所で行って下さい。

事故をおこす恐れがあります。

【守らないと】
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コードは、エンジン等の高温部や舵取り機構等の可動部、板の端部等の注意

鋭端部には取付けない。

ショートして、火傷や火災事故をひき起こす恐れがあります。

【守らないと】

散布作業前に確認する。(キャビンタイプ後方窓も)

注意 散布機を上昇させた時、トラクタに当たらないことを

注意 散布機を急激に上昇下降させない。

散布機が破損したり肥料をかぶる恐れがあります。

【守らないと】

散布機およびトラクタが破損することがあります。

【守らないと】

注意

ショートして、火傷や火災事故をひき起こす恐れがあります。

【守らないと】

ことを確認する。

散布機を上昇下降させた時、コードが突っ張ったり、緩み過ぎたりしない

バッテリーへの接続は＋側を先に接続し、電源カプラを外した状態で行って下さい。

注意 バッテリーへ接続する場合は正しい手順で行う。

ショートして火傷や火災事故をひき起こしたり、ケガをする恐れがあります。

【守らないと】

15A

安全な位置で上げ規制を行って下さい。

畦などの段差は運転を慎重にする。



散布機を改造して使用しないで下さい。

注意

【守らないと】

機械の改造禁止

事故・ケガ・機械の故障をまねく恐れがあります。

注意

ような服装で行って下さい。

【守らないと】

散布機を使用する時は、防塵マスクなどを身に付ける。

特に、ホッパーへ肥料を投入する際には肥料の吸引を避けられる

肥料を吸引すると健康を損なう恐れがあります。
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  下記のような肥料は散布できません。ホッパー投入前にご確認下さい。

■ 使用上の注意

・形状の大きな肥料

　　粒径６ミリ以上の肥料や、長さ１０ミリ以上のペレット肥料

・湿った肥料

・流れの悪い肥料

　　米ぬかのように滑り落ちづらく、ホースに詰まりやすい肥料

・粉状の肥料

　　消石灰及び粉状の肥料

一般の公道を走行するときは、散布機を取り外して下さい。

注意 散布機を装着したトラクタで一般道路を走行しない。

道路運送車両法に違反します。

【守らないと】

  下記のような肥料は安定した散布が出来ない他、モーターがロックしてしまう

　ことがあります。ホッパー投入前にご確認下さい。

・ケイフン等の固い肥料
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  肥料の投入は圃場で行って下さい。

肥料が振動等により押し固められて散布機が

肥料を事前に投入して、路上走行などをすると、

故障する原因となります。

ホッパーには肥料以外の物は投入しないで下さい。

また、ホッパーへ肥料を投入する際は、電源スイッチを切って下さい。

ホッパー内に肥料が残っていると、吸湿作用により固着して散布機が故障する

　作業終了後はホッパー内の肥料を完全に排出して下さい。

原因となります。

　連続して作業を行う場合には、ロート受部からロールを取り外し

　ロールの溝をていねいに掃除して下さい。

　長期保管の前には分解清掃をして下さい。

掛からない場所にして下さい。

保管は屋内などの電気系統に水が

　バッテリーへの接続は＋－を間違えないで下さい。

逆接続では散布機は動作いたしません。

　ヒューズは指定の容量を使用して下さい。

使用しているヒューズは平型５Ａで３つです。

ヒューズが切れた場合は、過負荷の原因を取り除いてから

ヒューズを交換して下さい。

肥料詰り等により故障の原因となります。

　雨天時には散布機は使用できません。

【守らないと】

　ホッパーのフタは確実に締める。

フタが飛ばされてしまいます。

(1ホッパーに2箇所)

(９ページ ロールの外し方参照)

溝



組立手順

Ａ．トラクタへの装着

（２）トップリンクの長さを

手動装着の場合

リンクヒッチにトップリンク

（１）左右のロアリンクヒッチに

ロアーピンを通して取付けます。

リンチピンを取付けます。

（３）散布機装着後、

ピンと左右のロアーピンに
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ピンを通して取付けます。

抜け止めの為、トップリンク

トップリンクヒッチ

ロアリンクヒッチ

トップリンク

トップリンクピン

ロアーピン

変えたりしながら、トップ

スタンド

（１）Ａフレームのロック解除レバー

をロック側に倒しておきます。

オートヒッチ装着の場合

散布機のトップリンクピンを

（２）Ａフレーム上部のフックで

自動的にロアーピンも結合します。

（３）左右のロアーピンが確実にロック

されていることを確認して下さい。

うまく結合できない場合は、トップ

（５）散布機装着後、スタンドを外して下さい。

（４）０Ｓ仕様の場合、Ａフレームに合わせ付属のガイドカラーと

ロック

ロック解除レバー

トップリンクピン

フック

ロアーピン

スタンド

トップリンク

自動ロック機構でない場合は、

装着後にロックして下さい。

トップリンクカラーをお使い下さい。

Ａフレーム

すくい上げます。

リンクの長さを調整して下さい。

　　スタンドを外して下さい。

スタンド

丸頭ピン

Ｒピン

丸頭ピンを外してから、スタンドを持ち上げると

簡単に外せます。

※ 散布機の取付、取り外しは固くて平坦な場所で行って下さい。

※ Ａフレームのロックや、抜け止め用のリンチピン等散布機が完全に装着されていることを確認して下さい。

※スタンドの高さが足りず、装着が行えない場合は、

  別紙『広幅散布機（ＵＨＷ)開梱のしかた』を参照して下さい。
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水平

約３０ｃｍ

Ｂ．姿勢調整

（１）散布機を上昇させた時、トラクタのキャビンやボディに当たらないことを確認して下さい。

当たる時は、３点リンクの高さ規制をして下さい。(キャビン後方窓も確認下さい。)

トップリンク

（３）散布機が横揺れし過ぎないよう、左右のチェックチェーンを適度に張って下さい。

（２）作業時に拡散器を引きずらないような高さ（地上高約３０ｃｍ）で水平姿勢になるよう、

トラクタの油圧上下やトップリンクの長さを調整して下さい。

Ｃ．配線およびスイッチボックスの取り付け

（１）スイッチボックスの電源カプラをトラクタの電源カプラに接続して下さい。

トラクタの電源カプラはシート後部に有ります。

違うものや、電源カプラの無いものもあります。）

トラクタの電源カプラが無い場合は、付属のバッテリー延長コードをトラクタのバッテリー

に接続し、そのカプラをスイッチボックスの電源カプラに接続します。

（トラクタによって、取り出し位置が

トラクタの電源カプラ

スイッチボックス

２Ｐ電源カプラ

バッテリー
トラクタの

バッテリー用コード

拡散器

慎重に運転して下さい。

※ 畦などの段差を乗り越える場合、拡散器が当たり破損する恐れがありますので、

(付属)
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下さい。トラクタのフェンダーの取手などを利用して

（２）スイッチボックスを運転席の操作し易い所に取り付けて

取り付けると便利です。また、ボルト、ナット等で

取り付けられない場合は、付属のマジックテープを使い、

スイッチ取付座

スイッチ

（裏面シール）
マジックテープ

または壁面
キャビンのガラス

（３）散布機をトラクタに装着後、スイッチボックスの

２Ｐコネクタ及び３Ｐコネクタを中央のホッパーの

下さい。また、散布機を上下させた時にコードが突っ張ったり、緩み過ぎてタイヤに

※ コードの取付けは、トラクタの高温部や舵取り機構等の動く箇所を避けて取付けて

ボックス

コントロールボックスに、６Ｐコネクタを本体中央部

・コネクタには方向性及び、オスメスが有ります。

・コネクタを抜く時は、ロック解除

つまみを押しながら抜いて下さい。

オスメスの組合せで、カチッと音がするまで
ロック解除つまみ

巻き込まれたりしないような長さで固定して下さい。

より出ているコネクタ(オスとメスで合計２つ）

キャビンのガラス等の平らな面に取り付けて下さい。

コントロールボックス

に接続します。

２Ｐコネクタ

３Ｐコネクタ

６Ｐコネクタ

押し込んで接続して下さい。
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回転させます。回転後はノブボルトをしっかり締めて下さい。

（１）拡散器固定のノブボルトをゆるめ、サイドフレームと平行になるよう拡散器固定を

（２）開閉止め用ピンを上にあげながら、サイドフレームを回転させます。

回転しはじめたら、開閉止め用ピンから手を離して下さい。

（３）９０度回転すると、自動でロックが掛かります。

ホッパー開放手順は以上です。ホッパーを閉じる場合も同様に開閉止め用ピンをあげながら

回転させて下さい。

※ホッパーの開閉は必ず本体を水平にして行って下さい。傾いていると本体が

　自然と回転し、ケガをする恐れがあります。

ホースは拡散器の保持部よりもわずかに出るように、矢印の方向から押し込むようにして

取付けて下さい。

※長期保管する場合はホースにクセがついてしまいますので、拡散器からホースを

　外してから回転させて下さい。

Ｄ．ホッパーの開閉

Ｅ．ホースの取付け

ホッパーの開閉にて、ロックが掛かった状態でガタが大きくなってきた場合、

中央フレーム及びサイドフレームについている六角ボルトでガタを調整して下さい。

拡散器用バー（φ14）

拡散器

平座（Ｍ6）２個

ボルト（Ｍ6×30ＳＷ付）

ナット（Ｍ6）
ホース

乗り上げると肥料が広がりません。

※ホースの先端が拡散器の山部分に

拡散器

斜面部分

わずかに出る

保持部

ようにする

ホース

開閉止め用ピン

六角ボルト

M12×45 P1.25

（２）

(ガタ止め用)

進行方向 拡散器固定

サイドフレーム

（１）

ノブボルト

M8×20

六角ボルト

M12×35 P1.25
(ガタ止め用)
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■

（2）　シャッターを閉めると、そのロートから出ている

（1）　各ロート単位でシャッターがあります。

ホースの肥料散布を停止することが出来ます。

スイッチボックスで各ホッパーごとの散布分けは可能です。

■

左右にずらし、ロールを外します。

（六角レンチ５ｍｍ使用）

（1）　六角穴付きボルトをゆるめ、六角カップリングを

ロート

ロート受け

シャッター
ストッパー

穴

六角カップリング

ステンレス側板

六角穴付ボルト

ロールのツバ

（Ｍ6×6）

ロール
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■

■

（１）散布機をスタンドが装着できる程度に

（２）スタンドを本体のスタンド受けに取付けて

下さい。スタンド用ピンの止め輪がスタンド

スタンド受けに引掛けます。

（３）スタンドとスタンド受けの穴を

（４）スタンド装着後、Ａフレームの

■

丸頭ピン

スタンド受け

スタンド用ピン

止め輪

ロックを解除し散布機を下げると

散布機を取り外せます。

合わせ、丸頭ピンを取付けて下さい。

受けの内側になるようにして、スタンドを

上げて下さい。

スタンド
Ｒピン
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■
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※肥料の形状、比重によって散布量は変わります。

　表で求めた目盛りは目安ですので、必ずテスト散布後に目盛りを決めて下さい。

散布する肥料の種類10アール当たりの散布量

散布目盛りの決定

散布量目盛りの決め方

散布する肥料に合った表

（表１～３）を使い、

散布目盛りを決定します。

作業速度と散布量から

トラクタの作業速度

操作説明（スイッチボックス）

目盛りは下記の『散布量目盛りの決め方』

（１）肥料の散布量の調節を、ツマミで調整します。

主電源

45

左

入

切

3

2

4

1

8

6

9

7

入

2

1

3 7

9

2

6

切

入

中

5

切

7

8

9

右

入

切

1

3

4 5 6

8

を参考に決めて下さい。

（２）各ホッパーごとのスイッチを「入」にします。

各ホッパーごとのスイッチで、作業状況に

よってのホッパーごとの播き分けが可能です。

（３）主電源のスイッチを入にします。「入」にすると

モーターが回り、肥料の散布が行えます。

（４）作業が終了したら主電源スイッチを「切」に

して下さい。

スイッチボックス盤面

※バッテリーの　　　を逆に接続すると、

　電源スイッチを入にしても動作しません。

※肥料は必ず圃場で投入して下さい。

　肥料を入れたまま走行すると、振動等により

　肥料がしまり、ヒューズ切れなど故障の

　原因となります。

※同じ目盛りにしてもホッパーごとの繰出し

　量は、投入物によって2％程度の違いが

　出ることがありますが、故障ではありません。

左 中 右

(各ホッパーごとのスイッチが「入」の場合、

主電源スイッチで、全ホッパーの散布・

停止が行えます。)
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3.8

1.9

2.28.0

7.0

トラクターの車速が 　 [km/h]で、散布する肥料の量が 　   [Kg]の場合、目盛りは 　　となります。

表１　粒状化成（中粒）の散布目盛り

100（例） ４ 7.0

6.0

5.0

4.0

3.5

2.5

2.0

1.5

1.0

20kg 30kg 40kg 60kg 80kg 100kg 120kg 140kg 160kg 200kg

1.5

3.2

1.1

1.2

参考肥料：DHC 高度化成 14-14-14

2.6

2.0

1.5

5.4

4.6

1.9

3.8

3.0

2.2

1.1

7.4

3.2

6.2

5.0

3.8

2.0

1.5

8.6

3.0

7.0

5.4

4.6

2.2

1.5

4.0

9.0

7.0

6.0

3.0

2.0

1.1

5.0

8.6

7.4

3.8

2.6

1.5

250kg 300kg

6.0

8.8

4.6

3.2

1.9

7.0

5.4

3.8

2.2

7.0

5.0

3.0

9.0

6.5

4.0

8.0

5.0

4.7

2.4

2.9

表２　　　　　(砂状)の散布目盛り

100（例） ４ 3.8

40kg 60kg 80kg 100kg 120kg 140kg 160kg 180kg 200kg 250kg

1.9

4.0

1.5

1.6

参考肥料：ようりん

3.3

2.6

1.9

6.6

5.7

2.4

4.7

3.8

2.9

1.5

7.3

3.2

6.2

5.0

3.8

2.0

1.5

9.0

4.0

7.6

6.2

4.7

2.6

1.9

3.2

7.3

5.7

4.9

2.4

1.6

3.8

6.6

5.7

2.9

1.9

300kg 400kg

4.4

7.6

6.5

3.3

2.3

5.0

3.8

2.6

5.0

3.5

6.2

4.4 6.2

ヨウリン
ケイカル

1.0

1.0

1.2

9.0

8.5 9.7

8.5

6.4

7.3

7.9

8.5

1.0 1.2 1.5 2.0 2.6 3.8
ト
ラ
ク
タ
ー
の
車
速

4.4

2.4

2.8

表３　ペレット　の散布目盛り

100（例） ４ 7.7

20kg 30kg 40kg 60kg 80kg 100kg 120kg 140kg 160kg 200kg

2.0

3.8

1.6

1.7

参考肥料：有機ペレット　根菜808

3.2

2.6

2.0

6.0

5.2

2.4

4.4

3.6

2.8

2.0

8.1

3.8

6.9

5.6

4.4

3.2

2.6

2.0

9.3

4.4

7.7

6.0

5.2

3.6

2.8

5.6

9.7

7.7

6.7

4.6

3.6

2.6

6.9

9.3

8.1

5.6

4.4

3.2

250kg 300kg

7.5

8.8

6.1

4.8

3.5

9.3

7.7

6.0

4.4

9.7

7.7

5.6 7.2

【km/h】

ト
ラ
ク
タ
ー
の
車
速

【km/h】

ト
ラ
ク
タ
ー
の
車
速

【km/h】

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.5

2.5

2.0

1.5

1.0

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.5

2.5

2.0

1.5

1.0

9.3

1.2

1.0

1.43.0

1.61.1

1.2

1.4 2.0

1.6 2.0 2.8 3.6 4.6 5.61.2 2.2

8.7

9.7

1.9 2.6 3.3 4.0 4.7 5.5 6.21.2 7.9 9.73.0

3.0 1.5 2.6 3.8 5.0 6.2 7.4 8.6

8.6

9.0

トラクターの車速が 　 [km/h]で、散布する肥料の量が 　   [Kg]の場合、目盛りは 　　となります。

トラクターの車速が 　 [km/h]で、散布する肥料の量が 　   [Kg]の場合、目盛りは 　　となります。

8.5

9.4
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